
（毎月 1 日発行）（毎月 1 日発行）（1）（1） 第758号 　2026年7月１日（水）第758号 　2026年7月１日（水）

☆組織の概況（5月31日現在） 組合員総数　4万8370人（5月の新加入者103人） 出資金総額　13億8455万6000円（1人平均　2万8624円）

第
7
5
8
号

2
0
2
6
.7

7 5 8

一
、
憲
法
改
悪
と
戦
争
で
き
る
国
づ
く
り
を
阻
止
し
、
地
域
住
民
と
と
も
に
「
い
の
ち
・
く
ら
し
・

人
権
」
を
守
る
地
域
づ
く
り
を
す
す
め
よ
う
。

一
、「
私
た
ち
は
何
の
た
め
に
存
在
す
る
の
か
」
と
い
う
医
療
福
祉
生
協
の
原
点
を
再
確
認
し
、
組

合
員
と
職
員
の
「
協
同
」
の
力
で
「
誰
も
が
健
康
で
居
心
地
よ
く
く
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
と

医
療
・
介
護
事
業
の
発
展
を
す
す
め
よ
う
。

一
、「
参
加
と
協
同
」「
連
携
」
を
強
め
、
人
材
確
保
・
育
成
と
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
づ
く
り
を

す
す
め
、
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
医
療
・
介
護
を
守
ろ
う
。

　
６
月
18
日
、
第
１
０
１
回
の
通
常
総
代

会
が
藤
崎
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
伊
藤
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
で
は

じ
ま
り
、
出
席
総
代
１
９
５
名
、
書
面
議

決
94
名
、
代
理
出
席
４
名
、
合
計
２
９
３

名
の
総
代
に
よ
り
第
１
号
議
案
か
ら
第
７

号
議
案
ま
で
す
べ
て
賛
成
多
数
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
総
代
か
ら
は
各
支
部
の
生
協

四
課
題
へ
の
取
り
組
み
が
熱
く
語
ら
れ
、

ま
た
経
営
へ
の
活
発
な
質
疑
応
答
が
あ
り

ま
し
た
。�

〈
応
答
は
次
号
に
掲
載
〉

ご
あ
い
さ
つ

【
総
代
会　
議
案
の
要
点
】

　
泉
谷
雅
人
専
務
よ
り
提
案
さ
れ
た
議
題
を
左
記

に
ま
と
め
ま
す
。
２
～
３
面
に
は
総
代
会
で
発
表

さ
れ
た
議
案
提
案
ス
ラ
イ
ド
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

 

■
２
０
２
５
年
度
の
取
り
組
み
と
成
果（
第
１
号
議
案
）

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
の
長
期
化
や
ガ
ザ
で
の
人
道

危
機
が
深
刻
化
す
る
中
、
日
本
で
も
防
衛
増
税
が

実
施
さ
れ
、
社
会
保
障
の
削
減
が
加
速
し
て
い
ま

す
。
医
療
費
の
自
己
負
担
引
き
上
げ
や
薬
の
保
険

外
し
に
よ
っ
て
国
民
の
受
療
権
が
脅
か
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
診
療
報
酬
の
抑
制
に
よ
っ
て
全
国

の
医
療
機
関
倒
産
は
66
件
に
上
り
、「
大
軍
拡
の

た
め
の
命
の
切
り
捨
て
」
と
も
言
え
る
事
態
が
進

ん
で
い
ま
す
。
当
生
協
は
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と

力
を
合
わ
せ
「
医
療
崩
壊
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
」
の
署
名
運

動
に
取
り
組
み
、
８
２
６
，
１
３
９
筆
を
国
会
議

員
に
届
け
ま
し
た
。
こ
の
運
動
が
国
を
動
か
す
力

と
な
り
、
２
０
２
６
年
度
診
療
報
酬
の
プ
ラ
ス
改

定
と
補
助
金
約
２
億
円
の
交
付
を
実
現
し
ま
し
た
。

　
医
療
・
介
護
の
現
場
で
は
「
地
域
に
求
め
ら
れ

る
医
療
」
を
実
践
し
続
け
ま
し
た
。
５
年
前
と

比
較
し
て
救
急
車
受
入
件
数
が
年
間
１
，
０
０
０

件
増
、
入
院
延
患
者
数
７
，
４
８
８
件
増
、
訪

問
診
療
延
数
４
，
０
４
１
件
増
、
訪
問
看
護
延

数
１
０
，
４
２
３
件
増
を
達
成
。
業
務
改
善
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
職
員
の
業
務
効
率
化
も
達
成
し

て
い
ま
す
。
経
営
面
で
は
事
業
収
益
１
０
７
．
６

億
円
（
前
年
比
＋
２
．
１
億
円
）
を
達
成
し
、

補
助
金
の
後
押
し
も
あ
っ
て
３
年
ぶ
り
の
経
常

黒
字
（
１
億
５
，
９
３
２
万
円
）
を
実
現
し
ま

し
た
。
た
だ
し
本
業
の
事
業
剰
余
金
は
依
然

△
７
，
４
０
４
万
円
で
あ
り
、
引
き
続
き
経
営
改

善
が
必
要
で
す
。

 

■
２
０
２
６
年
度
の
計
画（
第
２
号
議
案
）

　
「
戦
争
は
最
大
の
健
康
破
壊
」
と
の
信
念
の
も

と
、
憲
法
９
条
を
守
り
平
和
と
人
権
を
大
切
に

す
る
地
域
づ
く
り
を
す
す
め
る
た
め
、
改
憲
反
対

の
請
願
署
名
活
動
に
津
軽
地
域
で
６
，
０
０
０
筆

を
目
標
に
取
り
組
み
ま
す
。
組
合
員
活
動
で
は

２
，
０
０
０
人
の
仲
間
ふ
や
し
を
掲
げ
、
支
部
間

の
交
流
と
連
帯
を
深
め
る
「
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
」

（
10
月
31
日
開
幕
）
を
は
じ
め
、
地
域
に
根
ざ
し

た
活
動
を
力
強
く
展
開
し
ま
す
。
こ
う
し
た
組
合

員
と
の
絆
を
土
台
に
、
将
来
に
わ
た
っ
て
地
域
の

精
神
科
医
療
を
守
り
抜
く
た
め
、
２
０
２
７
年
４
月

に
精
神
科
機
能
を
集
約
し
、
若
手
医
師
の
育
成
を

強
化
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
結
集
し
て

必
要
利
益
の
達
成
を
目
指
し
、
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
津
軽
の
地
域
医
療
を
守
り
抜
き
ま
す
。

第
101
回
通
常
総
代
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

理事長
伊藤　真弘

　
第
１
０
１
回
総
代
会
で
伊
藤
理
事
長
は
、
こ
の

節
目
を
「
次
の
１
０
０
年
へ
の
第
一
歩
」
と
位
置

づ
け
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
２
年
間
、
経
営
危
機
か
ら
の
脱
却
に
向
け

て
役
職
員
一
丸
で
取
り
組
ん
だ
結
果
、
経
営
状
況

は
改
善
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
資
金
流
出
構

造
か
ら
は
い
ま
だ
抜
け
出
せ
て
お
ら
ず
、
引
き
続

き
改
善
が
必
要
と
報
告
し
ま
し
た
。

　
青
森
県
の
人
口
は
５
年
間
で
約
９
万
８
千
人
減

少
し
、
弘
前
市
で
も
２
０
５
０
年
に
は
10
万
８
千

人
に
な
る
と
推
計
さ
れ
る
な
ど
、
人
口
減
少
・
高

齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
青
森
県

の
が
ん
年
齢
調
整
死
亡
率
は
21
年
連
続
で
全
国
最

下
位
と
い
う
厳
し
い
健
康
課
題
も
続
い
て
い
ま

す
。

　
こ
う
し
た
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
津
軽
に
生
き
る

人
び
と
が
豊
か
で
幸
福
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、

津
軽
保
健
生
活
協
同
組
合
の
果
た
す
べ
き
役
割
は

ま
す
ま
す
大
き
い
と
強
調
し
ま
し
た
。
ま
た
、
憲

法
公
布
80
年
の
節
目
に
あ
た
り
、「
戦
争
は
最
大

の
健
康
破
壊
」と
平
和
の
大
切
さ
も
訴
え
ま
し
た
。

　
「
な
ん
の
た
め
に
、
誰
の
た
め
に
医
療
・
介
護

を
実
践
す
る
か
」
を
胸
に
刻
み
な
が
ら
、
生
協
の

使
命
を
果
た
す
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。



（2）（2）健　　　康健　　　康 2026年7月１日（水）　第758号2026年7月１日（水）　第758号

（
３
面
へ
つ
づ
く
）➡

かつてない規模の運動が国を動かした

• 県議会各会派を一斉訪
問し請願を実施。国への
「意見書」が全会一致で
可決

• 市民連合津軽と「医療崩
壊STOP」シンポを共催

• 地域住民と力を合わせ
9,000筆超の署名を集約

2025年度の重要課題の到達

最終的に国会議員へ提出した署名数

826,139筆

議案書P5

必要な人に必要な医療と介護を

「断らない医療」を最前

線で実践し、地域から

の切実な要請に応え続

けている

2025年度の重要課題の到達

【5年前比での年間増加件数】

・救急車受入件数 1,000件増
・入院延患者数  7,488件増

・訪問診療延数   4,041件増
・訪問看護延数 10,423件増

議案書P5

• 在宅診療収益 3億6360万円(前年＋5152万円)
• 訪問看護収益 3億5209万円(前年＋3618万円)

医療的ケア児から精神疾患まで

• 訪問診療の医師を増員し、
地域ニーズに対応

• 日常的にケアを必要とす
る「医療的ケア児」への訪
問看護に注力

• 精神疾患を持つ方への訪
問看護にも対応

2025年度の重要課題の到達 議案書P5

多様性の尊重 誰もが安心して受診できる環境づくり

• 職員へのLGBTQアライ
（支援者）教育を実施

• 受付窓口にアライフラッグ
を掲示し、当事者が不安
なくアクセスできる環境
を整備

• 誰もが安心して受診でき
る、多様性を尊重した医
療機関づくりを推進

2025年度の重要課題の到達 議案書P6

戦火の拡大と大軍拡の危機

• ウクライナ侵略の長期化、
ガザ地区での集団殺害な
ど人道危機が深刻化

• トランプ政権によるベネズ
エラ・イランへの戦闘に対
し、米国内で「NO KINGS」
と訴える史上最大のデモ
が巻き起こる

• 与党が改憲への動きを強める中、2026年4月からは戦後
初の防衛増税（法人税等）が実施され、2027年1月には
「防衛特別所得税」の導入も狙われる

情勢の特徴 議案書P4

地域に開かれた津軽保健生協の実現

• 2025年は「国際協同
組合年(IYC)」であり、
誰もが健康で居心地
よくくらせるまちづ
くりを実践

• 「夏まつり」の開催

2025年度の重要課題の到達 議案書P6

生協会館前でのこどもねぷた↑

←みんなで盆踊り

社会保障抑制による「命の切捨て」

• 高額療養費制度の自己負担
限度額引き上げが決定し、
2026年・27年の2回にわた
り最高38％もの引き上げが
強行される

•OTC類似薬の一部保険除
外により、薬剤費の25％が
上乗せ

情勢の特徴 議案書P4

大軍拡のために進められる「命の切り捨て」に対し、誰もが
経済的理由で医療や介護を諦めることのないよう、制度
を守り抜く運動を続ける必要がある

業務改善の取り組みと成果

• 業務改善プロジェクトで得
た成果を多くの職場に展開

• 看護業務の効率化課題は、
「記録の多さ」「情報収集の
多さ」「申し送りの長さ」が長
時間労働の要因

• 「情報収集シート」の導入、カ
ルテ記録のテンプレート・定
型文の積極的活用

• 無駄をなくすプロジェクトで
経費削減と効率向上

2025年度の重要課題の到達 議案書P6

子育てと仕事の両立支援

• 産休・育休中の職員を対象に、
復帰への不安解消や相談の
場として「子育て支援カフェ」
を開始

• 回を重ねるごとに参加者が増
え、現在では地域のお母さん
の参加

• 育児を支援する制度改定も実
施。子育てと仕事の両立を強
力にサポート

2025年度の重要課題の到達 議案書P6

医師の確保と養成

• 2025年度・2026年度入職の
臨床研修医は各5名。2025年
度初期研修修了者の半数（2
名）が当生協に残り専門研修
へ進むなど、若手定着の取り
組みが結実

• 研修医が「原水爆禁止世界大
会」に参加

2025年度の重要課題の到達

2026年度入職の初期研修医

5名

議案書P7

 経営活動 2025年度の到達 議案書
P8ｰ10１０７.６億円

(前年差＋２.１億円)事業収益

 藤代健生病院も稼働が大幅上昇
 看護小規模多機能の安定化
 医療訪問看護の急成長
 在宅診療の続伸

 経営活動 2025年度の到達 議案書
P8ｰ10１０８.４億円

(前年差ー３.１億円)事業費用

 業務効率化と経費削減に取り組んできた

事業収益と事業費用

120.0
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95.0

90.0
2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

事業収益 事業費用

億

 経営活動 2025年度の到達 議案書P8ｰ10

事業剰余金・経常剰余金・当期剰余金

ー７４０４万円
(前年差＋５億３３０３万円)

(前年差＋７億３２５３万円)

ー４４７６万円
(前年差＋５億２５８２万円)

• 事業剰余金

•  経常剰余金 １億５９３２万円

• 当期剰余金

ロナ補助金除く)

経営活動 2025年度の到達 目標超過

償却前経常利益 ７.３億円
8

償却前経常利益(コロナ補助金除く)

6

4

2

0
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億

-8

組合員活動のまとめ 議案書P14

生協四課題 仲間ふやしと出資金ふやし

【仲間ふやし】
 到達 1,447人(目標比69％、前年比96％)

和徳、五中など10支部が自主目標を達成。
3年連続で仲間ふやし実績ゼロの支部がなく、全支
部で奮闘。

成果

【出資金ふやし】
到達 8,749万円(目標比58％、前年比88％)

時敏、和徳など14支部・2事業所が自主目標を達成。
増資者実人数は3,295人。支部の独自目標に対して
85.5％の到達と健闘。

成果

 津軽保健生活協同組合 総代会

第1号議案

2025年度事業報告
決算関係書類の承認に関する件

社会保障費抑制政策

長期に及ぶ診療報
酬の抑制により全
国の医療機関が経
営悪化による存続
の危機に。全国6病
院団体は異例の記
者会見を行い窮状
を訴えた。

2025年度
医療機関倒産件数

倒産66件
2024年度は倒産64件

情勢の特徴

①⑦⑬

②⑧⑭

③⑨⑮

④⑩⑯

⑤⑪⑰

⑥⑫⑱



健　　　康健　　　康（3）（3） 第758号 　2026年7月１日（水）第758号 　2026年7月１日（水）

（
２
面
か
ら
つ
づ
く
）➡

健康新聞の郵送削減のため地域を訪問し、手配り
者を13人増員

五中

深浦
岩崎

組合員活動のまとめ 議案書P15

地域に根ざした特徴的な支部活動

初の支部独自
の健康まつり
を 10月 4日に
開催。想定を
上回る41名が
参加。遠距離
の支部と法人
の関わりを醸
成できた。

医療・介護事業の前進

• 2025年の弘前地区の救急搬送
件数は前年比5％増、その約7
割が65歳以上の高齢者

• 85 歳以上人口が急増する
「2040年問題」に向け、需要の
変化に的確に対処する必要が
ある

対処すべき重要課題

地域の医療・介護需要の急激な変化に
的確に対処し、高齢者救急・地域急性期
機能を担うポジショニングを堅持する

議案書P60

組合員活動方針

ボッチャ大会

資料P62

10月31日(土)～

• 支部の交流を深める
ボッチャ大会を開催

• 医業収益 105億5180万円(前年差＋５億1957万円)

• 介護収益 7億4217万円(前年差＋734万円)

• 事業収益 112億9398万円(前年差＋５億2692万円)

• 人件費 66億8854万円(前年差＋1億2526万円)

• 材料費 15億7407万円(前年差＋3733万円)

• 委託費 6億3218万円(前年差ー3117万円)

• 経費 11億9513万円(前年差＋5862万円)

• 事業費用 110億5361万円(前年差＋2億1251万円)

経営活動と予算案 資料P71

2026 予算 事業収益と事業費用

組合員活動のまとめ 議案書P15

地域に根ざした特徴的な支部活動

柴田学園大学の
学園祭で「まち
かど健康チェッ
ク」を実施し、
学生や教員など
100人の測定を
行う。

大成

支部間交流

岩木支部と木造新田支部によるボッチャ交流
やカラオケ交流を2回実施

(2026予算)事業収益と事業費用
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事業収益 事業費用

津軽保健生活協同組合 総代会

第2号議案

2026年度事業計画
予算の承認に関する件

日本国憲法を守り抜く

• 国際法を無視した覇権主義と
武力行使、それに追随する国内
の軍備増強が進んでおり、平和
と人権の礎である日本国憲法
が重大な危機に直面している

• 第9条の平和主義は、すべての
基本であり、平和なくして医療
や介護は成り立たない

対処すべき重要課題

私たちが憲法を守る運動の先頭に立つ
理由は、目の前の患者・利用者の「いの
ちと人権」を守るためです。

議案書P59

医師が改憲反対のスタンディングアピール

対処すべき重要課題

医療・介護従事者の確保と働き方改革

• 慢性的な人材不足の中、職員の確保と定着の前提となる
「処遇改善」が急務

• 長年の法人の課題であった「4週8休制」の導入を2026年
度の最重要課題として位置づけ

対処すべき重要課題

• これにより、将来
にわたり持続的
に質の高い医療・
介護の提供体制
を揺るぎないも
のにする

議案書P61

組合員活動方針 議案書P61

生協四課題の達成にむけて

【仲間ふやし】

【出資金ふやし】

【班づくり】

【担い手づくり】

2,000人(支部500名、事業所1,500名)
家族への名義変更や、組合員利用率80％以上を目
指す

1億5000万円(支部5000万円、事業所1億円)
年数回の増資協力を呼びかけ

59班(組合員1,000名以上の支部2班、それ以外1班)

295人(組合員1,000名以上支部10人、それ以外5人)

目標

目標

• 従来の形式にとらわれない、
共通の趣味の班会など気軽
に参加できる班会を増やす

• 従来の形式にとらわれない
気軽に参加できる場を増や
し、次代を担う新しい仲間
を粘り強く見つける

• 世代交代を意識的に進め、
他生協の教訓も参考にしな
がら、事業所加入組合員と
地域の関わり方を模索する

組合員活動方針 議案書P62

班活動の進化と担い手づくり

• 事業剰余金 ２億４０３６万円
(前年差＋３億１４４０万円)

• 経常剰余金 １億９６１７万円
(前年差＋３６８５万円)

• 当期剰余金 １億８６９１万円
(前年差＋２億３１６７万円)

経営活動と予算案 資料P71

2026 予算 事業剰余金・経常剰余金・当期剰余金

組合員活動のまとめ 議案書P15

生協四課題 班づくりと担い手づくり

【班づくり】
活動のない18班を整理し、新たに9班を結成(計189班)
北東など6支部が自主目標を達成。
【担い手づくり】
214人(自主目標比82％)
健康新聞の手配り105人、総代29人など。
和徳など12支部が自主目標を達成。

地域に出向き、組合員と対話する。
生協強化月間を通じて、医療機関の維持
存続を訴え、つながりを強化しました。
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償却前経常利益目標

経営活動と予算案

７.６億円
議案書
P65ｰ66

改憲を許さない
行動提起

【要請事項】

津軽地域で

6,000筆を目指す

① 戦争準備の憲法9条改悪と、緊急事態条

項を導入する改憲をやめること

② 衆参の憲法審査会に改憲案の起草委員

会を設置しないこと

憲法9条を守り、平和と人権を大切に

する地域づくりをすすめるため、請願

署名に取り組もう

「必要な人に必要な医療と介護を」提

供するため、社会保障拡充を求め、

安心して暮らせる社会を実現しよう

精神科医療構想と事業所再編

• 2027年4月より健生クリニックの精神科機能を藤代健生
病院に合流

• 指導医体制の強化により「精神科専門医の研修基幹施
設」を再取得し、若手医師の育成拠点とします。

• 「健生居宅ステーションちとせ」と「健生介護センター虹在
宅介護支援センター」を統合します。

対処すべき重要課題

将来にわたり
精神科医療を
守り抜くための
改革

議案書P60

⑲㉕㉛

⑳㉖㉜

㉑㉗㉝

㉒㉘㉞

㉓㉙㉟

㉔㉚㊱
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葛
原
光
枝　
総
代
（
田
舎
館
支
部
）

ま
ず
声
を
掛
け
て
み
る

　

田
舎
館
支
部
は
組
合

員
が
１
１
０
０
人
ほ
ど

の
支
部
で
す
。
支
部
長

を
含
め
運
営
委
員
は
５
名
で
す
。
支
部
で
は

今
回
「
仲
間
ふ
や
し
」「
班
づ
く
り
」「
担
い

手
づ
く
り
」
の
三
課
題
を
達
成
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
生
協
強
化
月
間
中
の
運
営
会

議
で
、
組
織
部
担
当
者
か
ら
「
健
康
」
新
聞

が
郵
送
に
な
っ
て
い
る
方
の
一
覧
を
も
ら
い

ま
し
た
。
そ
の
数
は
４
０
０
世
帯
を
超
え
、

郵
送
率
は
43
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な

に
も
多
い
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
郵
送
料
も

値
上
が
り
す
る
話
を
聞
い
て
、
こ
の
ま
ま
で

は
ま
ず
い
と
思
い
、
会
議
で
手
配
り
者
ふ
や

し
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。
郵
送
者

リ
ス
ト
を
基
に
、
断
ら
れ
る
の
を
覚
悟
で
声

掛
け
を
し
て
み
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
思
い
の

ほ
か
こ
こ
ろ
よ
く
引
き
受
け
て
く
れ
て
、
と

て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
こ
の
結
果
、
新
た

に
手
配
り
者
に
な
っ
て
く
れ
た
方
５
名
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
今
ま
で

手
配
り
し
て
い
た
方
に
も
班
会
や
活
動
者
交

流
集
会
で
積
極
的
に
声
が
け
を
行
い
、
近
所

で
郵
送
に
な
っ
て
る
方
に
配
布
し
て
く
れ
る

こ
と
に
な
り
、
結
果
と
し
て
60
軒
以
上
を
手

配
り
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
仲
間
ふ
や
し
で
は
活
動
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
班
の
お
か
げ
で
、
新
規
組
合
員

の
獲
得
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
保
健
協
力

委
員
を
し
て
い
る
支
部
長
の
交
渉
術
で
何
と

か
新
班
も
結
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
三
課
題
達
成
は
、
ま
ず
は
声
を
掛

け
て
み
る
と
い
う
、
活
動
の
１
歩
目
の
大
切

さ
を
実
感
す
る
も
の
で
し
た
。
一
方
で
担
い

手
不
足
や
運
営
委
員
の
固
定
化
な
ど
ま
だ
ま

だ
課
題
は
残
っ
て
い
ま
す
。
無
理
な
く
参
加

で
き
る
活
動
づ
く
り
な
ど
工
夫
し
て
い
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
わ
た
し

た
ち
を
含
め
、
地
域
の
方
が
安
心
し
て
く
ら

せ
る
よ
う
に
し
な
が
ら
、
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
活
動
を
続
け
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

の
は
嬉
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
何
し
ろ
高
齢

者
が
多
い
の
で
心
配
事
が
増
え
て
き
ま
す
。

熱
中
症
に
な
ら
な
い
か
、
全
員
ち
ゃ
ん
と
ご

飯
を
食
べ
ら
れ
る
か
、
ト
イ
レ
は
大
丈
夫

か
。
そ
こ
で
八
食
セ
ン
タ
ー
で
の
ラ
ン
チ
と

ま
つ
り
の
見
学
以
外
は
寄
ら
な
い
、
ト
イ
レ

タ
イ
ム
は
し
っ
か
り
と
る
。
こ
の
２
点
を
大

事
に
し
よ
う
と
確
認
し
ま
し
た
。

　
８
月
１
日
晴
天
の
も
と
82
名
が
参
加
し
、

黒
石
診
療
所
を
出
発
し
、
途
中
２
回
ト
イ
レ

休
憩
を
取
り
、
12
時
に
は
八
食
セ
ン
タ
ー
に

到
着
。
こ
こ
で
２
時
ま
で
ゆ
っ
く
り
と
休

息
、
休
憩
の
時
間
を
取
り
ま
し
た
。
そ
の
後

会
場
へ
移
動
し
、
午
後
３
時
か
ら
４
時
半
ま

で
観
覧
し
、
神
輿
や
稚
児
行
列
、
山
車
が
練

り
歩
く
姿
に
感
動
し
、
ね
ぷ
た
と
は
ま
た

違
っ
た
光
景
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
夕
方
５
時
頃
八
戸
を
出
発
し
、
７
時
過
ぎ

に
黒
石
に
到
着
。
帰
り
の
バ
ス
の
中
は
興
奮

状
態
で
、
ず
っ
と
会
話
が
続
き
ま
し
た
。
み

な
さ
ん
最
後
ま
で
元
気
で
「
来
て
よ
か
っ
た

な
あ
！
」
の
声
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
黒
石

診
療
所
の
３
人
の
職
員
の
方
が
参
加
し
て
く

れ
た
こ
と
も
と
て
も
心
強
く
あ
り
が
た
か
っ

た
で
す
。

　
新
規
加
入
者
は
12
人
も
い
ま
し
た
。
増
資

の
協
力
も
全
員
で
し
た
。
み
な
さ
ん
が
興
味

を
持
っ
て
く
れ
る
企
画
を
す
る
と
仲
間
が
広

が
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
四
課
題
に
つ
い
て
で
す
。
運
営
委

員
が
頑
張
っ
て
２
月
末
ま
で
に
「
仲
間
ふ
や

し
」「
班
づ
く
り
」「
班
づ
く
り
」「
担
い
手

ふ
や
し
」
は
達
成
で
き
ま
し
た
が
、「
出
資

金
ふ
や
し
」
は
目
標
額
１
２
０
万
円
に
対
し

て
96
万
円
台
で
無
理
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
こ
で
奮
闘
し
た
人
が
数

名
い
た
の
で
す
。
秋
の
運
営
会
議
で
、
死
亡

組
合
員
の
名
簿
が
出
て
、
２
０
０
名
以
上
が

手
続
き
を
し
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と
思
っ
た
人

た
ち
が
書
き
換
え
の
た
め
に
訪
問
行
動
を
し

た
の
で
す
。
脱
退
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

名
義
変
更
を
し
新
加
入
し
て
く
れ
た
方
や
、

毎
月
の
振
り
込
み
に
よ
る
増
資
な
ど
で
目
標

を
ク
リ
ア
し
ま
し
た
。

山
﨑
ひ
ろ
み　
総
代
（
五
中
支
部
）

２
年
連
続
で
四
課
題

　

五
中
支
部
も
四
課
題

を
達
成
し
ま
し
た
の
で
、

そ
の
こ
と
を
話
し
ま
す
。

ま
ず
「
出
資
金
」
で
は
「
わ
っ
は
デ
ー
」
と

い
う
こ
と
で
健
生
病
院
の
ロ
ビ
ー
で
毎
月
第

１
木
曜
日
に
出
資
の
お
願
い
を
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
と
共
に
、
新
入
会
員
を
お
誘
い
し

て
出
資
金
を
増
や
し
て
い
ま
す
。
ま
た
毎
月

の
班
会
や
イ
ベ
ン
ト
の
際
に
必
ず
出
資
金
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。「
仲
間
ふ
や
し
」
と

し
て
は
、
支
部
レ
ク
や
班
レ
ク
の
際
に
未
加

入
の
お
友
だ
ち
を
た
く
さ
ん
誘
っ
て
そ
の
活

動
の
後
に
加
入
に
結
び
付
け
て
き
ま
し
た
。

　
「
担
い
手
づ
く
り
」
に
つ
い
て
は
、
昨
年

の
支
部
総
会
の
話
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
会
場

に
見
知
ら
ぬ
組
合
員
が
い
て
、
最
近
手
配
り

さ
れ
た
支
部
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
総
会
の
こ
と

を
知
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
郵
送
者
に
は

支
部
ニ
ュ
ー
ス
が
渡
ら
な
い
た
め
、
支
部
の

活
動
を
知
っ
て
ほ
し
い
な
あ
、
５
０
０
部
も

あ
る
支
部
の
郵
送
数
を
な
ん
と
か
減
ら
し
た

い
と
思
い
、
訪
問
を
決
意
し
ま
し
た
。
９
月

の
悪
天
候
の
中
、
郵
送
者
の
名
簿
と
地
図
を

見
な
が
ら
初
め
て
の
地
域
、
初
対
面
の
人
と

の
や
り
と
り
で
緊
張
は
し
ま
し
た
が
、
こ
の

方
法
で
４
名
の
担
い
手
を
獲
得
で
き
ま
し

た
。

　
こ
の
時
の
経
験
が
日
々
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
上
げ
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
、
生
協
強

化
月
間
で
は
訪
問
行
動
を
し
て
合
計
６
名
の

担
い
手
を
お
願
い
で
き
ま
し
た
。
支
部
の
手

配
り
者
が
37
名
か
ら
49
名
に
増
え
、
郵
送
数

は
５
５
２
部
か
ら
４
５
３
部
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
手
配
り
者
を
増
や
せ
る
よ

う
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
他
に
「
班
づ
く
り
」
を
達
成
し
、
四
課
題

を
２
年
連
続
し
て
達
成
し
ま
し
た
。

髙
松　
利
昌　
総
代
（
和
徳
支
部
）

医
療
制
度
の
改
悪
と

闘
お
う

　

今
年
も
和
徳
支
部
は

７
月
11
日
に
、
夏
ま
つ

り
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
さ
て
、
そ
こ
で
第

１
号
議
案
の
２
０
２
５
年
度
の
経
営
評
価
に

つ
い
て
は
必
要
剰
余
＝
償
却
前
経
常
剰
余

７
億
円
を
正
面
に
据
え
て
必
要
剰
余
獲
得
を

目
指
す
と
し
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
補
助
金

を
当
て
に
し
て
の
経
営
で
は
な
く
、
本
業
の

医
療
と
介
護
で
黒
字
を
出
す
こ
と
が
至
上
命

題
だ
っ
た
は
ず
で
す
。
と
て
も
厳
し
い
言
い

方
で
す
が
、
本
業
で
は
Ｖ
字
回
復
の
兆
し
は

見
え
て
も
２
０
２
５
年
度
も
引
き
続
き
後
の

な
い
経
営
危
機
状
態
だ
と
評
価
せ
ざ
る
を
得

木
造
新
田
支
部　
総
代

楽
し
い
企
画
を
今
年
も

　
当
支
部
の
組
合
員
活
動
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
報
告
し
ま
す
。
当
支
部
の
平
均
年
齢
は

80
・
７
歳
、
最
高
年
齢
88
歳
。
こ
こ
数
年
高

齢
化
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は

新
し
い
仲
間
が
集
ま
ら
な
い
の
で
は
な
い
か

と
み
ん
な
で
悩
ん
で
お
り
ま
し
た
。
そ
ん
な

中
あ
る
日
の
運
営
会
議
で
「
昔
は
ほ
か
の
支

部
と
の
交
流
が
盛
ん
に
あ
り
、
楽
し
か
っ
た

と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
新
し
い
企
画

に
は
人
が
集
ま
る
か
ら
、
や
っ
て
み
よ
う
と

な
り
ま
し
た
。

　
以
前
交
流
の
あ
っ
た
岩
木
支
部
に
早
速
打

診
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
こ
こ
ろ
よ
く
賛
同
し

て
く
だ
さ
り
、
交
流
企
画
の
第
１
弾
と
し
て

「
ボ
ッ
チ
ャ
」
を
企
画
。
目
的
は
支
部
同
士

の
親
ぼ
く
と
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健
康
づ

く
り
の
２
点
で
す
。
12
月
に
実
施
し
、
藤
代

健
生
病
院
の
デ
イ
ケ
ア
、
福
祉
法
人
は
な
の

利
用
者
・
職
員
も
参
加
し
、
藤
代
健
生
の
体

育
館
は
熱
気
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
参
加

者
は
51
人
に
の
ぼ
り
、
企
画
は
大
成
功
で
し

た
。
木
造
に
戻
る
バ
ス
の
中
で
は
、
楽
し

か
っ
た
、
ま
た
や
り
た
い
と
い
う
声
が
次
々

と
飛
び
交
い
ま
し
た
。

　
２
月
に
は
第
２
弾
と
し
て
岩
木
支
部
と
、

さ
く
ら
温
泉
で
26
名
で
交
流
会
を
開
催
し
、

コ
ン
サ
ー
ト
・
カ
ラ
オ
ケ
・
踊
り
を
楽
し
み

ま
し
た
。
さ
ら
に
機
会
を
つ
く
り
交
流
を
深

め
、
み
な
さ
ん
か
ら
刺
激
を
も
ら
い
た
い
と

考
え
、
岩
木
支
部
と
の
交
流
は
、
今
年
も
計

画
し
て
い
ま
す
。

後
藤　
昭
蔵　
総
代
（
黒
石
支
部
）

三
社
大
祭
大
当
た
り

　

主
に
支
部
レ
ク
と
出

資
金
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
発
言
し
ま
す
。
４

月
の
総
会
に
支
部
レ
ク
と
し
て
八
戸
三
社
大

祭
を
見
に
行
っ
た
ら
ど
う
か
と
提
案
し
た
と

こ
ろ
ぜ
ひ
行
き
た
い
、
と
大
き
な
声
が
あ
が

り
、
実
施
す
る
こ
と
に
。
６
月
の
支
部

ニ
ュ
ー
ス
で
参
加
者
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
申

し
込
み
が
殺
到
し
、
締
め
切
り
時
点
で
84

人
。
バ
ス
３
台
満
席
と
な
り
人
数
が
増
え
た

全
体
討
論
（
質
疑
）

（
５
面
へ
つ
づ
く
）➡

　この度、当生協の初代理事長である津川武一
先生の直筆の書をご寄贈いただきました。寄贈
してくださったのは、津川先生のいとこであり、
当生協の元職員でもあった故・津川文義さんの
ご家族です。文義さんのご自宅を解体されるに
あたり、長年大切に飾られていたこの書を当生
協へと託してくださいました。
　津川文義さんは、放射線技師として津川先生
と共に当生協の創世記を駆け抜けた大先輩であ
り、後に弘前市議会議員としても地域に尽力さ
れた方です。
　津川先生が吹雪の日でも山奥の患者さんのも
とへ往診に出向いたエピソードが有名ですが、
その際、重いレントゲン機材を背負って険しい
雪道を同行したのが、他でもない文義さんでし

た。目の前の命を救うため、苦楽を共にして歩
んだお二人の姿は、「医療を民衆の手に」という
当生協の原点そのものです。
　ご寄贈いただいた書には、力強い筆致で「瑞
気満堂（ずいきまんどう）」と記されています。
　これは、「おめでたい気配（瑞気）が、部屋や
建物（堂）いっぱいに満ち満ちている様子」を
表す禅語です。患者さんの回復を願い、地域に
生きる人々の幸せを祈り続けた津川先生の温か
な心が、そのまま文字として現れているかのよ
うな、大変縁起の良い言葉です。
　生協を訪れる組合員の皆様が、この「瑞気」
に包まれ、笑顔と元気に満ちた日々を送れます
よう、生協会館の「津川武一記念コーナー」に
展示させていただきます。当生協の歴史を伝え

る貴重な品をご寄贈いただいたご家族の皆様
に、心より感謝申し上げます。

津川武一先生の息吹を感じて
「瑞気満堂」の直筆書をご寄贈いただきました

津軽保健生協の創設期を支えた先人たちの熱い思いが、
一枚の「書」となって私たちの元へ帰ってきました。

ご寄贈頂いた文義さんの長女：岸下瑞江さん(中央 )、次女：岡田志穂さん(左 )ご寄贈頂いた文義さんの長女：岸下瑞江さん(中央 )、次女：岡田志穂さん(左 )
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な
い
の
で
す
。
老
朽
化
が
進
む
診
療
所
や
藤

代
健
生
病
院
へ
の
今
後
の
投
資
を
考
え
る

と
、
や
は
り
本
業
で
の
必
要
利
益
を
確
保
す

る
こ
と
が
ど
う
し
て
も
必
要
で
す
。
本
年
に

も
影
響
す
る
こ
と
で
す
の
で
、
理
事
会
の
所

見
を
伺
い
ま
す
。

　
第
２
号
議
案
に
つ
い
て
は
、
65
ペ
ー
ジ
の

冒
頭
で
、
昨
年
を
振
り
返
り
な
が
ら
「
全
員

参
加
の
経
営
を
実
践
し
た
結
果
患
者
受
け
入

れ
数
の
増
加
や
経
費
節
減
が
一
定
の
効
果
を

上
げ
る
こ
と
が
で
き
」
た
こ
と
、
そ
し
て

「
こ
れ
は
私
た
ち
の
底
力
で
あ
り
、
経
営
改

善
に
向
け
た
確
実
な
足
掛
か
り
」
と
評
価
し

て
い
ま
す
。

　
診
療
報
酬
の
ア
ッ
プ
は
患
者
に
と
っ
て
は

窓
口
負
担
増
。
高
額
医
療
制
度
の
改
悪
が
今

年
８
月
か
ら
実
施
さ
れ
、
来
年
も
２
回
目
の

改
悪
が
行
わ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
最
大
38
％
も

負
担
が
増
え
ま
す
。
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬

１
１
０
０
品
目
の
薬
は
今
の
１
割
か
ら
３
割

の
負
担
と
は
別
に
、
薬
剤
費
の
４
分
の
１
の

負
担
を
求
め
る
「
一
部
保
険
外
療
養
」
を
盛

り
込
ん
だ
改
正
案
が
国
会
で
可
決
さ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
あ
る
の
で
す
。
こ

の
よ
う
な
社
会
保
障
の
削
減
、
制
度
改
悪
を

許
す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
今
こ
そ
、
医

療
福
祉
生
協
の
存
在
意
義
を
か
け
て
闘
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
、
立
ち
上

が
り
ま
し
ょ
う
。
声
を
あ
げ
ま
し
ょ
う 

！

浅
利　
直
志　
総
代
（
常
盤
支
部
）

院
内
の
自
主
検
査
に
期
待

　

地
元
に
班
は
２
班
だ

け
が
活
動
中
で
高
木
さ

ん
な
ど
に
よ
り
１
班
だ

け
新
た
に
で
き
ま
し
た
。
地
元
に
あ
っ
た
班

は
休
眠
状
態
で
す
。
申
し
訳
な
い
気
持
な
ん

で
す
。
さ
て
、
第
２
号
議
案
な
ど
に
つ
い
て

質
問
し
ま
す
。
ひ
と
つ
は
黒
石
診
療
所
と
浪

岡
の
津
軽
医
院
、
こ
れ
は
当
初
統
合
計
画
が

あ
っ
た
の
で
す
が
、
今
は
白
紙
に
な
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

　
二
つ
目
は
、「
健
康
」
新
聞
の
郵
送
に
つ

い
て
は
、
経
営
的
な
面
か
ら
も
年
６
回
程
度

で
い
い
の
で
は
な
い
か
、
お
聞
き
し
ま
す
。

郵
送
は
だ
ん
だ
ん
増
え
て
い
る
の
で
す
が
、

こ
の
件
を
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。も
う
ひ
と
つ
が
、医
業
と
収
益
で
す
。

今
回
の
66
ペ
ー
ジ
の
健
生
病
院
内
で
の
「
自

主
検
査
」
を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
外

部
へ
の
委
託
費
を
２
５
８
２
万
円
削
減
す
る

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う

な
内
容
で
、
ス
タ
ッ
フ
を
増
や
さ
な
い
で
や

る
つ
も
り
な
の
か
を
、
わ
か
り
や
す
説
明
し

て
貰
い
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
質
問
と
多

少
の
報
告
で
し
た
。

米
村　
榮
子　
総
代
（
常
盤
支
部
）

支
部
ニ
ュ
ー
ス
へ
の
思
い

　

２
０
０
４
年
に
浪
岡

支
部
よ
り
分
か
れ
て
５

年
後
に
「
常
盤
支
部

ニ
ュ
ー
ス
」
創
刊
号
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

タ
イ
ト
ル
は
組
合
員
か
ら
募
集
し
「
元
気

号
」
と
名
付
け
、
そ
の
名
付
け
親
の
方
は
今

92
歳
に
な
り
、
畑
仕
事
や
ご
飯
支
度
も
毎
日

や
っ
て
い
ま
す
。「
元
気
号
」
編
集
に
あ

た
っ
て
、
支
部
活
動
を
ど
ん
な
風
に
伝
え
た

ら
よ
い
か
が
、
一
番
に
話
し
合
う
と
こ
ろ
で

す
。
班
会
や
支
部
レ
ク
、
支
部
総
会
へ
の
参

加
も
、
す
べ
て
が
健
康
に
暮
ら
し
て
い
け
る

願
い
が
あ
っ
て
の
こ
と
。
し
か
し
こ
こ
数

年
、
世
界
に
は
紛
争
が
絶
え
ま
せ
ん
。
テ
レ

ビ
を
見
て
も
新
聞
を
見
て
も
目
を
覆
い
た
く

な
る
こ
と
ば
か
り
。「
ど
う
し
て 

？
」
と
悩

ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　
今
回
、
平
和
と
人
権
の
礎
で
あ
る
日
本
国

憲
法
を
守
り
ぬ
く
、
保
健
生
協
、
医
療
生
協

の
理
念
は
常
に
そ
う
だ
っ
た
と
頭
に
あ
っ
た

の
で
、
５
月
１
日
の
「
元
気
号
」
52
号
に
、

今
の
情
勢
を
ぜ
ひ
取
り
上
げ
よ
う
と
強
く
思

い
ま
し
た
。
ま
ず
１
面
は
「
お
元
気
で
す

か
」
の
時
候
の
あ
い
さ
つ
。
そ
し
て
５
月
16

日
に
開
か
れ
る
支
部
総
会
へ
の
お
誘
い
で

す
。
裏
面
に
は
「
と
き
わ
９
条
の
会
」
の

ニ
ュ
ー
ス
を
お
借
り
し
ま
し
た
。
紙
面
に
は

高
校
生
の
９
条
へ
の
熱
い
思
い
が
つ
づ
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
生
協
の
参
加
す
る
「
さ
よ

う
な
ら
原
発
」
の
写
真
を
掲
載
。
編
集
委
員

の
考
え
に
及
ば
な
い
記
事
で
十
分
に
補
っ
て

い
た
だ
き
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
し
た
。

　
ニ
ュ
ー
ス
に
は
「
健
康
」
に
よ
せ
て
く
だ

さ
る
組
合
員
の
言
葉
を
大
事
に
載
せ
ま
す
。

ま
た
他
者
の
言
葉
も
取
り
入
れ
ま
す
。
私
た

ち
は
ひ
と
り
が
誰
か
に
侵
害
さ
れ
ず
、
一
方

で
は
誰
か
と
つ
な
が
り
あ
っ
て
暮
ら
し
て
い

け
る
よ
う
に
、
新
聞
づ
く
り
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
柔
軟
な
眼
で
見
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。

　

最
後
に
責
任
者
に
了
解
を
得
た
と
は
い

え
、「
大
空
、
と
き
わ
９
条
の
会
」
と
い
う

表
題
を
そ
の
ま
ま
載
せ
た
こ
と
は
考
え
が
足

り
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
機

会
に
今
後
の
ニ
ュ
ー
ス
づ
く
り
に
役
立
て
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

高
橋　
佳
孝　
総
代
（
五
所
川
原
支
部
）

高
齢
者
の
負
担
を
下
げ
て

　

ま
ず
、
診
療
報
酬
と

患
者
負
担
の
問
題
に
つ

い
て
で
す
。
診
療
報
酬

が
今
月
か
ら
上
が
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
し

か
し
初
診
料
は
据
え
置
き
、
再
診
料
は
わ
ず

か
１
点
の
引
き
上
げ
に
と
ど
ま
る
こ
と
。
医

療
機
関
の
経
営
改
善
に
は
ほ
ど
遠
い
内
容
で

あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
が
た
め
に
当
生

協
の
医
師
も
多
く
加
入
さ
れ
て
い
る
保
険
医

協
会
と
い
う
組
織
は
、
基
本
診
療
料
や
基
礎

的
技
術
料
の
大
幅
引
き
上
げ
を
求
め
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
実
現
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

半
面
診
療
報
酬
の
引
き
上
げ
は
、
私
た
ち
患

者
の
負
担
増
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
こ
で
総

代
会
資
料
16
ペ
ー
ジ
、
後
期
高
齢
者
医
療
費

の
窓
口
負
担
を
２
割
か
ら
１
割
に
戻
す
取
り

組
み
を
し
ま
し
た
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
患
者
の
負
担
軽
減
を
求
め
る
活
動
が
重
要

で
す
。

　
診
療
報
酬
は
大
幅
に
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
し
か
し
患
者
負
担
は
上
げ
て
は
な
ら

な
い
。
そ
し
て
、
よ
り
分
か
り
や
す
い
資
料

を
作
っ
て
も
ら
い
、
支
部
や
班
で
大
い
に
話

し
合
い
こ
の
理
不
尽
な
政
治
を
正
そ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
二
つ
目
は
、
２
０
２
５
年
度
決
算
に
つ
い

て
で
す
。
昨
年
度
決
算
は
前
年
度
か
ら
大
き

く
向
上
し
ま
し
た
。
そ
の
要
因
は
、「
健
康
」

新
聞
３
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
泉
谷
専
務
の

「
津
軽
保
健
生
協
の
経
営　

今
と
こ
れ
か

ら
」
に
紹
介
さ
れ
て
い
て
、
端
的
に
一
般
の

職
員
の
知
恵
を
生
か
し
た
こ
と
が
実
を
結
ん

だ
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
理
解
し
て
い
ま
す
。

こ
の
10
年
間
、
事
業
費
用
が
事
業
収
入
を

オ
ー
バ
ー
し
て
い
た
の
は
、
な
ん
だ
と
思
う

か
。
夢
か
ま
ぼ
ろ
し
か
。
２
０
２
５
年
度
の

問
題
は
算
定
期
間
の
変
更
に
よ
る
賞
与
引
当

金
２
億
５
９
０
０
万
円
の
発
生
で
す
。
こ
れ

が
な
け
れ
ば
予
算
を
超
過
査
定
し
て
い
ま
し

た
。
な
ぜ
計
画
に
な
か
っ
た
算
定
期
間
の
変

更
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、

説
明
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
こ
れ
を
特
別
損
失

と
い
う
科
目
で
処
理
し
て
い
る
が
、
間
違
っ

た
処
理
だ
と
思
い
ま
す
。
公
認
会
計
士
の
示

唆
、
あ
る
い
は
顧
問
弁
護
士
の
指
導
だ
と
思

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
正
常
費
用
で
処
理
す
べ

き
で
は
な
か
っ
た
か
。
さ
ら
に
役
員
の
退
職

金
の
引
当
科
目
が
な
い
が
こ
れ
は
行
っ
て
い

な
い
の
か
。
お
答
え
く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
４
週
８
休
体
制
は
、
当
期
に
実
施

す
る
の
か
、
や
る
と
し
た
ら
い
つ
や
る
の

か
。
実
施
の
場
合
、
年
間
の
人
件
費
増
加
額

と
当
期
の
限
度
額
は
ど
う
な
る
の
か
。

１
億
８
６
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
剰
余

金
は
ど
う
な
る
の
か
。
そ
う
い
う
こ
と
を
お

答
え
願
い
た
い
。

�

〈
応
答
は
８
月
号
で
す
〉

（
４
面
か
ら
つ
づ
く
）➡

⑴
班
会
開
催
の
部

❶
３
年
連
続
指
標
班
と
し
て
班
会

を
開
催
し
た
班
の
部

大
成
支
部
：
お
そ
咲
き
班

五
中
支
部
：
若
草
班

尾
上
支
部
：
ひ
ま
わ
り
２
班

五
所
川
原
支
部
：
メ
ン
ズ
班

中
里
支
部
：
薄
市
シ
ジ
ミ
班

木
造
新
田
支
部
：
り
ん
か
班

❷
５
年
連
続
指
標
班
と
し
て
班
会

を
開
催
し
た
班
の
部

田
舎
館
支
部
：
ゆ
り
こ
の
部
屋
班

小
泊
支
部
：
ハ
マ
ナ
ス
班

三
大
支
部
：
白
鳥
班

⑵
総
代
・
支
部
役
員
・
担

い
手
と
し
て
活
動
し

５
年
を
経
た
組
合
員

時
敏
支
部
：
４
名

和
徳
支
部
：
３
名

北
東
支
部
：
１
名

下
町
支
部
：
２
名

大
成
支
部
：
３
名

三
大
支
部
：
１
名

文
京
支
部
：
５
名

四
中
り
ん
ご
支
部
：
５
名

五
中
支
部
：
１
名

東
中
支
部
：
６
名

南

支

部
：
３
名

南
石
川
支
部
：
１
名

北

支

部
：
２
名

相
馬
支
部
：
１
名

黒
石
支
部
：
４
名

尾
上
支
部
：
１
名

田
舎
館
支
部
：
２
名

平
賀
支
部
：
４
名

浪
岡
支
部
：
２
名

常
盤
支
部
：
１
名

藤
崎
支
部
：
１
名

板
柳
支
部
：
１
名

鶴
田
支
部
：
３
名

五
所
川
原
支
部
：
３
名

金
木
支
部
：
２
名

木
造
新
田
支
部
：
１
名

深
浦
岩
崎
支
部
：
４
名

�

計
67
名

⑶
特
別
表
彰
の
部

❶
四
課
題
中
、
三
課
題
以
上
を
達

成
し
た
支
部
の
部

和
徳
支
部
、
五
中
支
部
、
黒
石

支
部
、
田
舎
館
支
部
、
金
木
支

部
❷
新
聞
配
布
者
を
10
名
以
上
増
や

し
た
支
部
の
部

五
中
支
部
、
黒
石
支
部

＊
指
標
班
と
は

①
班
長
が
選
出
さ
れ
て
い
る

②
機
関
紙
が
配
布
さ
れ
て
い
る

③
年
3
回
以
上
班
会
を
開
い
て
い
る

④
生
協
四
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る

八
島
将
仁

組
織
部
長

理
事

高

橋

久

彌

監
事

浅
利
昌
宏

藤
崎
支
部

理
事

荒
木
関
匡
孝

経
理
・
用
度
部
長

理
事

佐
々
木
栄
治

板
柳
支
部

理
事

新
谷
睦
男

藤
崎
支
部

理
事

兵
藤
尚
子

健
生
病
院
事
務
局
長

理
事

西
田
俊
三

元
生
協
連
事
務
局

監
事

退
任
理
事
・
監
事
紹
介

�

（
敬
称
略
）

新
任
理
事
・
監
事
紹
介

�

（
敬
称
略
）

新体制の理事会メンバー新体制の理事会メンバー 研修医ふたりが自己紹介しました研修医ふたりが自己紹介しました
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支 部 総 会支 部 総 会

た
。
ま
ず
体
力
測
定
を
行
っ

た
あ
と
、
弘
前
市
の
ス
ポ
ー

ツ
指
導
員
が
無
理
な
く
体
を

動
か
す
ス
ト
レ
ッ
チ
の
数
々

を
コ
ー
ル
し
な
が
ら

進
行
し
ま
し
た
。

　

男
性
２
人
、
そ
の

１
人
は
妻
に
誘
わ
れ

久
し
ぶ
り
の
ス
ト
レ

ッ
チ
。

　

｢

引
き
続
き
開
催
し

ま
す
の
で
、
誘
い
合

っ
て
ぜ
ひ｣

と
、
健
康

づ
く
り
委
員
会
責
任

者
の
三
上
さ
ん
が
呼
び

か
け
ま
し
た
。
８
月

は
休
み
ま
す
が
、
毎
週

月
曜
日
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
度
第
１
回
の
ス
ト

レ
ッ
チ
教
室（
健
康
づ
く
り

委
員
会
）
は
、
26
人
の
参

加
者
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

　今年度より藤代健生病院にて
研修している医師４年目の安齋
勇輝と申します。
　宮城県仙台市出身で、山形大
学を卒業後、宮城民医連の坂総
合病院にて初期研修を行いまし
た。その後１年間の内科勤務を
経て現在に至ります。
　もともと精神科志望でしたが、
初期研修時代に研修させていた
だいた際に藤代の魅力に惹かれ、
頼み込んで今年からお世話にな
る形となりました。
　趣味は温泉巡りです。今年は
2026年で「26（フロ）」の年と
いうことでスタンプラリー企画が
開催されており、県内各所を巡り
スタンプ集めに励んでおります。

　入職から２ヶ月が経過し、現
在は少しずつ外来・入院に携わ
り始めております。慣れていた
内科の業務から内容ががらりと
変わり戸惑うことも多いですが、
上級医やスタッフのサポートを
受けながら日々診療に取り組ん
でおります。
　また、藤代での診療のほかに、
週２回健生本院にてリエゾン精
神医療（身体疾患で入院されて
いる方のための精神科介入）に
携わっております。各科の医師
と連携しながら診療にあたる中
で、日々多くを学ばせていただ
いております。

　前回藤代に来てから時間が経
ち、今回働く中で改めて藤代の
魅力を感じることがありました。
手前味噌な感じになってしまい
ますが、その中から三つご紹介

したいと思い
ます。
　まず依存症
専門医療機関
として、アルコール・薬物・ギ
ャンブルなどをはじめとする依
存症全般の治療に取り組んでい
ることがあります。依存症治療
を行なっている施設が少ない中
で（以前働いていた宮城県には
県全体で１か所しかありません
でした）、リハビリプログラムを
擁しており、回復をサポートで
きる体制があるのは大きな魅力
の一つです。
　二つ目は往診を積極的に行な
っていることです。精神医療を
必要とする方の中には、興奮が
激しくなかなか家や施設から出
られない方や、家から出られず

「ひきこもり」となってしまう方
など、病院にたどり着けない方も
大勢いらっしゃいます。病院でた
だ待つだけではなく、地域に出て
医療を提供する姿勢は、今後も
引き継いで行きたいと思います。
　三つ目として、なるべく早く
新患を受け入れていることがあ
ります。昨今では精神科の初診
は数ヶ月待ちのところも多く、
困っている方に必要なサポート
が届くまで時間がかかってしま
うことも多いです。今の困りご
とに速やかに対応できるのも当
院の強みだと思います。

　長くなりましたが、日々診療
をする中で改めてここで研修で
きて良かったと感じております。
今後ともどうぞよろしくお願い
いたします。

地域に根差した精神医療を
藤代健生病院　後期研修医　安

あん

齋
さい

　勇
ゆう

輝
き

ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
始
ま
る

㉖㉖

5月26日　藤崎支部　13名

5月20日　鶴田支部　15名

5月16日　常盤支部　21名

5月15日　市浦支部　2名

5月9日　文京支部　18名

5月26日　鰺ヶ沢支部　12名

5月21日　河西支部　30名

5月20日　大成支部　15名

5月16日　北支部　13名

5月13日　小泊支部　7名

5月9日　五中支部　28名

6月8日　中里支部　11名 5月27日　三大支部　26名 5月23日　時敏支部　13名

5月20日　東中支部　21名

5月16日　和徳支部　16名

5月14日　下町支部　21名

5月9日　板柳支部　18名
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《ヒント》（５文字）
プルプル、冷やして
ツルリ

応
募
方
法

▼
と
き
方
＝
カ
ギ
に
従
っ
て
マ
ス
目
を
う
め

て
下
さ
い
。
二
重
の
枠
の
中
に
入
っ
た
文

字
を
う
ま
く
つ
な
げ
る
と
ひ
と
つ
の
言
葉

（
答
え
）
に
な
り
ま
す
。

▼
ハ
ガ
キ
や
メ
ー
ル
で
パ
ズ
ル
の
答
え
と
、

「
日
頃
の
想
い
、
身
の
ま
わ
り
の
こ
と
」

や
、「
興
味
を
感
じ
た
記
事
」
を
ご
記
入

下
さ
い
。
お
た
よ
り
は
一
部
紙
面
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

組
合
員
の
ご
家
族
の
方
も
応
募
で
き
ま
す
。

　
（
紙
上
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）

▼
締
切
日
７
月
31
日
必
着
。
正
解
者
か
ら
10

人
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
を
お
贈
り
し
ま
す
。

▼
送
り
先　

〒
０
３
６

－

８
０
４
５

　

弘
前
市
野
田
２
丁
目
２
の
１

　

津
軽
保
健
生
協
・
健
康
パ
ズ
ル
係

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

kenkou@
tsugaru-health.coop

第
757
号
（
６
／
１
付
）
パ
ズ
ル
の

正
解
「
フ
ウ
リ
ン
＝
風
鈴
」

カ

ニ
バ
ン

ノ
ジ
ュ
ク

コ

ウ

ネ

ア
ド
リ
ブ

フ
ゴ
ウ

タ

当
選
者
の
発
表
は

８
月
号
に
な
り
ま
す
。

�

熱
中
症
に
気
を
付
け
て

《
タ
テ
の
カ
ギ
》

２
〝

―
に
水
〟。
弁
舌
が
な
め
ら
か
で
す

３
笛
や

―
。
お
祭
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
ね

４
内
部
に
火
を
と
も
す
器
具
。

―
流
し

５
ラ
イ
ト
の
反
対
側

《
ヨ
コ
の
カ
ギ
》

１
お
尻
に
灯
が
と
も
る
虫

４
こ
れ
に
対
し
て
は
答
を
出
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん

５
中
で
は
食
品
が
カ
チ
カ
チ
に
凍
っ
て
い
ま
す

６
そ
う
言
っ
て
は
身
も

―
も
な
い
…

７
町
。
ダ
ウ
ン

―

健康パズルの締切日を毎月末日にします

　
５
月
27
日
「
２
０
２
６
年

度
健
生
大
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
健
生
大
会
と
は
、

健
生
病
院
・
健
生
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
職
員
一
同
が
、
前
年
度

の
経
営
到
達
や
各
取
り
組
み

の
振
り
返
り
と
今
年
度
の
重

点
課
題
・
予
算
、
こ
の
先
の

医
療
活
動
の
方
針
を
確
認
す

る
重
要
な
行
事
と
し
て
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年

も
約
２
０
０
名
の
職
員
が
会

場
に
集
ま
り
、
各
職
場
と
も

オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
ぎ
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
竹
内
一
仁
病
院
長
よ
り
、

２
０
２
５
年
を
振
り
返
り
、

①
生
協
組
合
員
と
と
も
に
人

権
を
尊
重
し
、
貧
困
・
戦
争

反
対
の
社
保
平
和
活
動
と
し

て
、
地
域
医
療
を
守
る
た
め

の
請
願
署
名
の
取
り
組
み
と

県
議
会
へ
の
請
願
、
班
会
、

医
療
講
話
会
、
健
康
ま
つ
り

へ
の
参
加
、
平
和
活
動
と
し

て
ピ
ー
ス
ア
ピ
ー
ル
、
平
和

大
行
進
、
原
水
禁
世
界
大
会

へ
の
参
加
。
②
医
療
安
全
・

心
理
的
安
全
性
・
チ
ー
ム
医

療
と
し
て
、
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
研
修
、
ケ
ア
の
倫

理
学
習
、
各
職
場
で
多
数
の

実
習
生
の
受
け
入
れ
な
ど
。

③
業
務
改
善
・
働
き
方
改

革
・
医
療
Ｄ
Ｘ
と
し
て
、
職

種
間
の
タ
ス
ク
シ
フ
ト
、
Ｉ

Ｔ
機
器
の
選
定
・
導
入
な
ど

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
医
療
を
守
ろ
う

　
２
０
２
６
年
度
方
針
と
し

て
、
①
生
協
組
合
員
と
と
も

に
、
人
権
を
尊
重
し
、
大
軍

拡
に
反
対
し
、
憲
法
を
生
か

す
取
り
組
み
を
進
め
る
、
②

医
療
の
質
向
上
を
目
指
す
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
次
に
健
生
病
院
、
健
生
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
経
営
到
達
と
予

算
に
つ
い
て
、
兵
藤
尚
子
事

務
局
長
、
漆
舘
杏
子
事
務
長

よ
り
報
告
、
提
起
さ
れ
ま
し

た
。
健
生
エ
リ
ア
で
の
様
々

な
費
用
見
直
し
に
よ
り
経
費

の
削
減
に
つ
な
が
っ
た
こ
と

や
、
予
算
達
成
に
向
け
た
医

療
活
動
を
確
認
し
ま
し
た
。

津
軽
保
健
全
体
の
経
営
状
況

に
つ
い
て
、
泉
谷
雅
人
専
務

よ
り
昨
今
の
世
界
や
国
内
情

勢
を
結
び
つ
け
な
が
ら
、
現

状
の
物
価
高
に
よ
る
医
療
物

品
の
高
騰
に
対
し
て
、
現
診

療
報
酬
で
は
医
療
を
守
れ
な

い
、
２
０
２
６
年
度
診
療
報

酬
改
定
＋
３
．
０
９
％
と

な
っ
て
も
、
十
分
な
収
益
に

追
い
付
か
ず
、
常
に
情
勢
と

経
営
を
結
び
つ
け
な
が
ら
見

て
い
く
必
要
性
が
提
起
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
こ
の
間
寄
せ

ら
れ
た
お
褒
め
の
言
葉
も
紹

介
さ
れ
、
地
域
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
医
療
機
関
で
あ
る

こ
と
を
共
有
し
ま
し
た
。

　
こ
の
他
、
こ
の
１
年
間
の

民
医
連
活
動
、
平
和
活
動
、

現
場
か
ら
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　
各
病
棟
か
ら
の
事
例
報
告

で
は
、
患
者
さ
ん
の
複
雑
な

生
活
背
景
に
配
慮
し
、
退
院

に
向
け
チ
ー
ム
医
療
を
実
践

し
た
事
例
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
か
ら
は
無
料
定
額
診
療

に
つ
い
て
、
２
０
２
５
年
度

健
生
エ
リ
ア
で
は
11
件
の
申

請
が
あ
り
40
～
60
代
の
働
き

盛
り
世
代
の
利
用
が
増
え
、

よ
り
生
活
背
景
が
複
雑
化
し

て
き
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　
健
生
大
会
は
職
員
自
身
が

全
体
や
各
部
署
で
様
々
な
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
を
知
り
、
地
域
住
民
や
組

合
員
さ
ん
か
ら
必
要
と
さ
れ

て
い
る
事
業
所
で
あ
る
こ
と

を
再
認
識
す
る
場
で
も
あ
り

ま
す
。「
誰
一
人
取
り
残
さ

れ
な
い
病
院
・
社
会
」
を
目

指
し
て
、
今
後
も
医
療
・
介

護
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
健
生
病
院
事
務
局
次
長

�

・
對
馬
健
洋
）

６
月
度
定
例
理
事
会

�

６
月
２
日

【
報
告
事
項
】

⃝

５
月
度
の
主
な
経
過
報
告
と
６
月
・
７
月
・
８
月
の
主

な
行
事
予
定

⃝

専
門
委
員
会
報
告

⃝

４
月
度
の
月
次
仮
決
算
報
告

⃝

４
月
度
の
組
合
員
活
動
報
告

⃝

全
日
本
民
医
連
第
47
期
第
４
回
理
事
会 

概
要
報
告

⃝

青
森
民
医
連
第
57
回
医
師
総
会
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

⃝

第
８
回
法
人
精
神
科
刷
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
【
報

告
】

⃝

２
０
２
５
年
度　
決
算
監
査
報
告
書

⃝

第
２
回
表
彰
選
考
委
員
会
報
告
書

⃝

「
津
軽
保
健
生
協
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
」
開
催
要
項
（
案
）

【
審
議
事
項
】

　
〔
議
決
事
項
〕

⃝

就
業
規
則
改
定
「
医
師
の
定
年
延
長
」
に
つ
い
て

⃝

自
由
診
療
料
改
定
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
料
金
」
に
つ
い
て

　
〔
協
議
事
項
〕

⃝

第
１
０
１
回
通
常
総
代
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
案
）

⃝

第
１
０
１
回
通
常
総
代
会　

ス
ロ
ー
ガ
ン
（
案
）・
特

別
決
議
（
案
）

⃝

公
認
会
計
士
２
０
２
５
年
度
決
算
所
見

⃝

賃
上
げ
及
び
４
週
８
休
制
の
導
入
に
関
す
る
提
案
の
修

正
に
つ
い
て

命
と
人
権
を
守
る

�
医
療
活
動
を
！
　健
生
大
会

伊東　心
み ゆ

結ちゃん
元気に育ってね

阿部　寛
ひ ろ と

大ちゃん
元気いっぱい、たくましく

育ってね。いつもありがとう。

羽場　南
な な せ

々晴ちゃん
元気いっぱいに

育ってね！

工藤　結
ゆ ま

真ちゃん
お兄ちゃんお姉ちゃんと

なかよくしてね！

一戸　蓮
れ ん じ ゅ

寿ちゃん
元気に大きく育ってね♡

渡邊　太
た い せ い

晴ちゃん
すくすく大きくなってネ♡

大好き太晴😊

櫻庭　蒼
そ う た ろ う

太朗ちゃん
だいすきだよ

木村　澄
す あ

亜ちゃん
パパとママのところに
来てくれてありがとう。

新渡　朱
し ゅ か

華ちゃん
産まれてきてくれて

ありがとう♡

棟方　彩
さ い ら

楽ちゃん
お姉ちゃんたちと

なかよくネ♡

小田切　昊
そ ら

ちゃん
これからの毎日がたくさんの
笑顔と幸せで溢れますように

藤田　凰
お う じ ゅ

壽ちゃん
おうじゅ、だいすき♡



（8）（8）健　　　康健　　　康 2026年7月１日（水）　第758号2026年7月１日（水）　第758号

風
鈴
と
風

風
鈴
と
風

平
川
市　

桃
華
伝　

平
川
市　

桃
華
伝　

　

夏
の
風
物
詩
、
風
鈴
。
窓

辺
に
吊
る
し
て
涼
を
得
て
い

た
ア
イ
テ
ム
で
す
が
、
昨
今

の
温
暖
化
に
よ
る
高
温
で
自

然
の
風
で
の
音
を
聞
く
こ
と

が
な
く
な
り
ま
し
た
。
扇
風

機
の
風
で
涼
し
げ
に
過
ご
そ

う
か
な
！！

創
立
創
立
5050
周
年
周
年

黒
石
市　

黒
石
太
郎

黒
石
市　

黒
石
太
郎

　

藤
代
健
生
病
院
創

立
50
周
年
の
記
事
を

興
味
深
く
読
み
ま
し

た
。
精
神
疾
患
に
対
す

る
取
り
組
み
の
中
で

精
神
科
を
「
人
間
科
」

と
し
て
捉
え
て
医
療

提
供
を
行
っ
て
い
る

こ
と
に
感
銘
を
受
け

ま
し
た
。

女
学
生
時
代

女
学
生
時
代

田
舎
館
村　

阿
保
直
子

田
舎
館
村　

阿
保
直
子

　

私
の
祖
母
は

１
０
３
歳
（
大
正
12

年
）。
実
家
へ
帰
る
と

祖
母
は
女
学
校
時
代

の
校
歌
を
歌
っ
た
り
、

ハ
ー
モ
ニ
カ
で
童
謡

を
吹
い
た
り
し
て
い

ま
す
。

娘
は
娘
は
1818
歳
に
歳
に

青
森
市　

村
昆
布

青
森
市　

村
昆
布

　

健
生
で
出
産
し
た

娘
は
、
６
月
で
18
歳
に
な
り

ま
す
！　

み
ん
な
、
い
つ
ま

で
も
健
康
で
過
ご
せ
ま
す
よ

う
に
。

南
部
鉄
器
の
風
鈴

南
部
鉄
器
の
風
鈴

青
森
市　

長
谷
川
カ
ツ　

青
森
市　

長
谷
川
カ
ツ　

　

何
十
年
前
だ
ろ
う
？　

南

部
鉄
器
の
風
鈴
を
お
土
産
に

い
た
だ
い
た
こ
と
が
…
。
音

色
が
き
れ
い
で
し
た
よ
。

極
端
な
天
気

極
端
な
天
気

青
森
市　

鈴
音　

青
森
市　

鈴
音　

　

６
月
で
す
が
、
暑
い
日
、

寒
い
日
、
極
端
な
天
気
で

す
。
美
味
し
い
も
の
を
食
べ

て
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

ま
だ
ま
だ
元
気

ま
だ
ま
だ
元
気

青
森
市　

我
慢
澄
枝
（

青
森
市　

我
慢
澄
枝
（
7878
歳
）
歳
）

　

デ
ィ
ス
コ
ダ
ン
ス
、

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
ラ
イ
ン

ダ
ン
ス
と
、
ま
だ
ま
だ
元
気

に
動
い
て
い
ま
す
。

参
加
し
て
～

参
加
し
て
～

平
川
市　

ち
っ
ち
ゃ
ん　

平
川
市　

ち
っ
ち
ゃ
ん　

　

毎
月
の
健
康
班
会
、
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
残
念
な

の
は
、
な
か
な
か
若
い
人
が

入
ら
な
い
こ
と
。
70
歳
前
半

の
私
が
一
番
年
下
と
は
何
と

も
心
細
く
、
こ
ん
な
に
楽
し

い
の
に
な
～
と
、
い
つ
も
残

念
に
思
っ
て
い
ま
す
。

新
聞
手
配
り

新
聞
手
配
り

平
川
市　

奈
良　

喬
（

平
川
市　

奈
良　

喬
（
7878
歳
）
歳
）

　

今
月
か
ら
「
健
康
」
を
戸

別
配
達
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
（
17
人
）。
自
宅
の
近

く
ば
か
り
な
の
で
、
１
部
の

落
ち
も
な
い
よ
う
に
配
達
す

る
こ
と
に
し
ま
す
。

パ
ズ
ル
楽
し
み
に

パ
ズ
ル
楽
し
み
に

平
川
市　

グ
ラ
ン
パ
ー　

平
川
市　

グ
ラ
ン
パ
ー　

　

毎
月
「
健
康

パ
ズ
ル
」
楽
し

み
。
答
え
が
分

か
っ
た
時
は
と

て
も
気
分
が
良

く
、
我
な
が
ら

〝
頭
え
ん
だ
な
〟

と
思
い
満
足
。

ま
た
「
す
く
す

く
エ
ン
ジ
ェ

ル
」
を
見
る
と
、

わ
が
子
の
成
長

の
早
さ
を
感
じ

ま
す
。
こ
た
時

も
あ
っ
た
ん
だ

な
あ
、
と
昔
を

思
い
出
し
ま
す
。

気
候
変
動

気
候
変
動

平
川
市　
　

平
川
市　
　

フ
ル
ー
ト

フ
ル
ー
ト

　

暑
か
っ
た

り
、
涼
し
か
っ

た
り
、
気
候
変

動
が
激
し
い
こ

の
頃
。
風
邪
に

食
中
毒
と
忙
し

い
世
の
中
で
す
ね
。

藤
代
健
生

藤
代
健
生
5050
年年

弘
前
市　

ネ
コ
好
き　

弘
前
市　

ネ
コ
好
き　

　

創
立
50
周
年
、
地
域
の
精

神
医
療
の
先
駆
者
と
し
て
の

存
在
意
義
の
大
き
さ
を
改
め

て
考
え
ま
し
た
。
日
頃
頑

張
っ
て
頂
い
て
い
る
ス
タ
ッ

フ
の
方
々
の
抱
負
や
目
標
を

読
ん
で
力
強
く
思
い
ま
し
た
。

い
や
さ
れ
て

い
や
さ
れ
て

藤
崎
町　

オ
モ
ニ　

藤
崎
町　

オ
モ
ニ　

　

３
月
に
誕
生
し
た
孫
と
、

ま
ん
ま
る
愛
猫
に
い
や
さ
れ

て
い
ま
す
。

散
歩
の
楽
し
み

散
歩
の
楽
し
み

板
柳
町　

野
薔
薇　

板
柳
町　

野
薔
薇　

　

も
う
１
年
の
半
分
近
く
ま

で
来
ま
し
た
。
真
夏
並
み
に

暑
く
て
、
夜
寝
ら
れ
な
く
な

る
こ
と
も
…
。
た
だ
、
楽
し

み
も
あ
り
ま
す
。
外
を
歩
い

て
い
る
と
、
木
々
や
花
々
の

美
し
い
こ
と
！ 

素
敵
な
お

庭
に
遭
遇
し
て
季
節
を
感
じ

る
こ
と
が
、
今
の
楽
し
み
で

す
。回

復
傾
向
で
す

回
復
傾
向
で
す

弘
前
市　

成
田
眞
理
子　

弘
前
市　

成
田
眞
理
子　

　

去
年
難
病
と
診
断
さ
れ
ま

し
た
。
大
好
き
な
野
菜
づ
く

り
が
出
来
な
い
私
の
た
め
、

娘
２
人
が
畝
づ
く
り
か
ら
苗

植
え
ま
で
や
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
畝
が
曲
が
っ
て
も
我
慢

我
慢
で
す
。
美
味
し
い
野
菜

が
で
き
る
と
い
い
な
あ
。
私

の
病
気
も
回
復
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
楽
し
み
で
す
。

さ
つ
ま
い
も
苗

さ
つ
ま
い
も
苗

藤
崎
町　

坂
岡
正
子　

藤
崎
町　

坂
岡
正
子　

　

さ
つ
ま
い
も
苗
が
届
き
、

植
え
付
け
し
ま
し
た
。
大
き

な
い
も
を
、
そ
し
て
い
っ
ぱ

い
付
け
て
ね
と
、
苗
に
話
し

か
け
て
植
え
付
け
て
き
た
の

で
秋
が
楽
し
み
で
す
。

母
が
お
世
話
に

母
が
お
世
話
に

平
川
市　

工
藤
む
つ
子　

平
川
市　

工
藤
む
つ
子　

　

私
の
母
（
95
歳
）
が
健
生

病
院
に
大
変
お
世
話
に
な

り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
病
気
に
は
勝
て
ず
亡

く
な
り
ま
し
た
が
、
と
て
も

良
く
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

＜材料＞１人分
乾そうめん100g　トマト中1/2個
ノンオイルツナ1/2パック（30ｇ）
　｛ めんつゆ（２倍濃縮）大さじ２、｝Ａ　水　大さじ４、酢　小さじ２、
　　ごま油　小さじ１
＜作り方＞
❶ トマトは１cm 角に切り、ツナとＡ
の調味料と合わせておく。

❷ 鍋にたっぷりのお湯を沸かし、そ
うめんをパッケージの表示時間通りに
茹でる。茹で上がったら流水でしっか
り洗い、水気を切る。
❸ 器にそうめんを盛り付け、❶のト
マトとツナのつゆをかけたら完成。

お好みで大葉やネギ、ミョウガなどを
加えてもおいしくいただけます。

食欲が落ちやすい夏にトマトとツナで栄養バランスを整える
そうめんメニューです。

☆献立紹介…
健生病院管理栄養士

佐藤真里子

１人分　エネルギー　435kcal　塩分　2.6g

トマトとツナのぶっかけそうめん


